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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・社会心理学 
キーワード：リスク知覚・ヒューリスティック・感情・心理的公正・手続き的公正 
 
１．研究計画の概要 
(1) 本研究は、スティグマ化されたリスクに
対する市民評価の心的過程を、感情反応と心
理的公正に関するヒューリスティックを中心
に、実験と調査を組み合わせて解明するもの
である。目的１は、感情反応および心理的公
正がリスク知覚時のヒューリスティックとし
て機能しうることを実験的に示すことである。
目的２は、感情と公正のヒューリスティック
を含めたリスク知覚の心的過程をモデル化し、
市民を対象とした調査により検証することで
ある。本研究は、これら２つ目的を達成する
ことにより、リスクコミュニケーションやリ
スク政策上の基盤的知見を得るとともに、市
民のリスクリテラシー向上の方法を開発する
手がかりを付与するものである。 
(2) 本研究が期間内に明らかにしようとす
る内容は、以下の４点である。 
① 暗黙連想法(IAT)を用いた反応潜時実験
を大学生を参加者として行い、スティグマ
化されたリスクの知覚において、感情反応
と直感的公正感がヒューリスティックとし
て機能しうることを示す。 
② 上記の実験結果から、感情ヒューリステ
ィック・公正ヒューリスティックの言語化
された測定指標を作成する。 
③ スティグマ化されたリスクの評価に関
する市民の心的過程を潜在構造モデルとし
て構築し、有権者を対象とした調査データ
で検証する。 
④ モデルの検証作業を通じて、スティグマ
化されたリスクに対する市民の評価・受
容・理解に影響する要因を、感情・公正ヒ
ューリスティックを含めて検討し、市民に
対するリスクコミュニケーションのあり方、

市民のリスクリテラシーを向上させる手法
の開発に示唆をあたえる。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究課題の特色は、スティグマ化された
リスク知覚に対する一般市民の知覚、すなわ
ち過剰危険認知にいたる心的過程を、実験と
調査の２手法を組み合わせて明らかにする
ことにある。研究計画は年次進行で行われて
おり、2009 年度に暗黙連想法(IAT)による実
験と予備調査、2009 年度に Web 本調査によ
るデータ収集が終了した。それぞれで得られ
た知見を総合的に考察し、論文化する作業は
2010 度に行われる。現時点までに得られた
成果は以下の通りである。 
(1) スティグマ化されたリスク対象として原
発および原子力を取り上げ、連想するイメー
ジおよび感情反応を回答させた調査から、正
負の連想イメージ（廃棄物などの副産物や爆
弾とエコロジー貢献）が混在し、否定的感情
の喚起が強いことが明らかにされ、感情と心
理的公正がスティグマ化されたリスク知覚
に重要な役割を果たすことを示した。 
(2) 上記の結果に基づき、スティグマ化され
たリスクに対する潜在的態度を測定する実
験ソフト「リスク対象暗黙連想法ソフト」を
開発した。 
(3) 開発したソフトを用いて大学生を対象と
した反応潜時実験を行い、スティグマ化され
たリスクにおいては知覚者自身も意識しな
い直感的なイメージや判断が重要な働きを
することを明らかにした。 
(4) 上記の知見に立脚し、スティグマ化された

リスク対象に対する一般市民の心理過程を検討す

るため、原発と遺伝子組換食品(GMF)を対象に、
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Web 調査（国勢調査をベースにした比例抽出によ

る回答者決定法による）を行い、感情と公正のヒ

ューリスティックモデルの検証を行った。 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
（理由）本研究のポイントである実験と調査
の２側面からの検討に関して、IAT 実験と
Web 調査が、研究計画の３年次までに終了し
ており、最終年度に両結果の総合的検討と論
文化の作業が行えるため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
前述したように、本研究課題の最終目的は

２つの異なる手法で得られた知見を統合し
学術的に公表することである。そのため、ス
ティグマ化されたリスクに対する一般人の
心的反応を総合的に解釈しうる理論的枠組
みを考察する。それと同時に、本研究課題で
は、得られた知見の現場還元を視野に入れて
いる。本研究の成果に基づいて、スティグマ
化された対象のリスクコミュニケーション
のあり方やリスクリテラシー向上の方法を
提言していく。具体的には、研究代表者が現
在関わっている電力消費地の市民に対する
原発リスクコミュニケーションの取り組み
の中で、本研究が明らかにしたスティグマ化
されたリスク知覚の特徴をコミュニケーシ
ョンの受け手（市民）送り手（電力会社）の
双方に広く伝える活動を行う。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
現時点ではなし。 


